
産 業 建 設 委 員 会  
令 和 元 年 8 月 1 日 

第 1 委 員 会 室 

16時 00分～      

 

【委 員】岡本委員長、串﨑副委員長 

三浦委員、川上委員、飛野委員、笹田委員、牛尾委員 

【委員外】 

【議長団】 

【事務局】下間書記 

 

議 題 

1.政策討論会について 

◆政策討論会：8月 5日（月）午前 10時～  全員協議会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.その他 

 ・議会報告会で提出された各テーマへの意見一覧の提供について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



お魚センターを中心としたエリアの活性化について
〜公の施設の管理運営方法のあり方を含む〜

ver1.3

令和元年8月5日
産業建設委員会
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浜田市議会政策討論会



提案の趣旨
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市は、しまねお魚センターの土地建物を購入決定したが（予算は平成31年3月補正で

議決、購入契約は令和元年6月定例会議で議決）、お魚センターかつその周辺エリア

について、市民に親しまれ、観光客にも訪れてもらえる『にぎわい創出の場』とす

るため、市の整備方針決定前に、議会としての政策提言が必要であり、緊急かつ集

中的に議論する必要がある。

【背景・経緯】

①公設水産物仲買売場が老朽化し、耐用年数まで残り7年。

②㈱はまだ特産品センターから経営が悪化したしまねお魚センターの買取り要請があった。

③仲買売場の機能をしまねお魚センターへ移転することが検討がされ、平成30年度に市がしまねお魚セン

ターの土地建物の購入方針を決定した。

提案の趣旨・背景
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4

（旧）しまねお魚センターの担ってきた役割

（旧）しまねお魚センターの役割

□水産都市浜田をPRする観光施設
□山陰浜田港産水産物のPRおよび販売促進施設
浜田港産の「鮮魚」「水産加工品」の販売および飲食の提供

□「みなとオアシス浜田」の中核施設
□各種イベントの拠点施設
浜っ子まつり、BB大鍋、客船イベントなど

（旧）しまねお魚センターの状況

施設全体 運営会社

□ （旧）しまねお魚センター（施設全体）
・施設全体の入込客数、売上は平成12年度をピークに
減少方向にあり、平成29年度は過去最低を計上。
<客数> <売上>
H12年度 311千人 H12年度1,089百万円
H29年度 123千人 H29年度 233百万円

（ﾋﾟｰｸ時の21.4％）

□はまだ特産品センター（運営会社）
・長年の経営不振により自己資本は大幅に毀損
・借入金の償還負担の軽減（元金据置）を行っている。

※運営会社が平成29年11月経営難を理由に、浜田市が
施設を買い取る事を条件に清算を決定

しまねお魚センターが抱えてきた課題（検証）

提案の趣旨・背景



□鮮魚
・鮮魚店が少ない（２店舗）。
・鮮魚が割高という風評がある。
□加工品
・商品が似たり寄ったりしている。

課題

鮮魚・加工

・食事の選択肢が少ない。
・食事の値段が高い。

飲食

共通

・接客に積極性がない、活気がない。
・販売促進が足りていない。
・全体的に値段が高い（イメージ）。
・空きテナントがある。

・近隣の小売業者や仲買売場へ客が流れている。
・休業により鮮魚店が１店舗の時期があった。
・鮮魚がないという風評。
・７店舗中５店舗が加工品店。

原因

鮮魚・加工

・独占になっている。
・値段設定が割高という印象。
観光客をターゲットとしているため。
（団体客対応のノウハウは有り）

飲食

共通

・設立当初から営業の抜本的な見直しをしていない。
・接客に対する意識が低い。
・販促＝事務局という意識が強い。
事務局に余裕がないため販促が不足している。

・販促の分析を行っていない。

提案の趣旨・背景



問題意識
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委員会の問題意識

エリア開発が最適に行われず、開発効果が期待できない
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委員会の問題意識



委員会における共通認識（課題設定と理由）

①エリアビジョン（みなとオアシス等）の形骸化改善
→各事業の連動性は何をもってはかられているのか？

②（新お魚センター）と各事業の連動性構築
→HACCP対応は現実可能？それに必要な環境整備は十分か？
→関係者が求める環境整備ができているか？
→エリアでの役割は「賑わい創出」なのか？

③魚価の下落対策（ブランディング）
→既存の戦略（どんちっち3魚）で十分か？

④貿易業・漁業を取り巻く環境の大きな変化への対応
→水産業振興の方向性は？

⑤公共施設の民間委託プロセス最適化の必要性
→管理運営にかかる最適な方法の検討プロセスが必要では？
→担当者レベルの意識改革がはかられているか？
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討議のポイント
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委員会の問題意識

現実可能？（財政状況、他予算など）

事業改善の余地あり？現状規模が妥当？

基幹産業の位置付けは？

Q. 具体的に取組むべきこと（新規事業）は？

Q. 見直すべき取組み（既存事業）は？

全体の整備方針を具体的に示した後に、必要機能を整備していくプロセスが妥当。
また、環境整備に一貫性をもたせ、最終的に浜田の水産業のブランド化を明確に
進める必要がある。加えて、貿易業・漁業を取り巻く環境が大きく変化しており、
開発イメージを持って（水産業振興の中長期ビジョンを示した上で）の事業設計
が必要。

（１）エリア全体の開発の方向性とその事業が不明瞭

今後のエリア開発は？

㋑拡大？

㋺ 現状維持？
事業改善？

㋩縮小？

Q. これにかわる産業振興の新しい方向性は？
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委員会の問題意識

行革の観点から、事業の外部化（民間委託等ー指定管理）を推進するとしてい
るが、手法にバリエーションがなく、民間事業者がノウハウを発揮しやすい発
注がなされていない。最適な形で公共サービスが提供されるよう、公民連携の
あり方を具体的に検討する必要がある。

（２）公共施設にかかる管理運営の手法が固定化

現実可能？（行政システムなど）

事業改善の余地あり？指定管理だけで十分？

後退？

Q. 具体的に取組むべきこと（新規事業）は？

Q. 見直すべき取組み（既存事業）は？
公共施設の管理方針は？

㋑公民連携を促進？
（PPP・PFI等）

㋺現状維持？
事業改善？

㋩直営を推進？

Q. 行革関連の計画をどのように修正するか？
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議員間討議の必要性
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議員間での討論の必要性

１、直近で大規模な事業が展開される時期であり、緊急性が高い

２、お魚センターの跡地活用は、市民の関心も高い

３、管理運営方法の議論は、他の公共施設の新築・改築・運営にも転用でき

るものであり、討議対効果が高い

４、事業予算も大きく、国・県との連携が重要な市の主要事業。
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参考資料
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＊国土交通省「港オアシスの概要」

国土交通省「みなとオアシスの概要」
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〜①エリアビジョン（みなとオアシス等）の形骸化改善に関する資料〜



事業事例エリアビジョンの構築と事業の連動性＠神奈川県大磯町
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〜①エリアビジョン（みなとオアシス等）の形骸化改善に関する資料〜



岩手県「高度衛生品質管理」
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〜②（新お魚センター）と各事業の連動性構築に関する資料〜



時事通信「全国主要港取扱高」
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〜③魚価の下落対策（ブランディング）に関する資料〜



萩市「地魚のブランディング」HP
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〜③魚価の下落対策（ブランディング）に関する資料〜
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②遠洋・沖合・沿岸漁業の平均魚価の長期的な推移

①部門別漁業生産量の推移と漁業を取り巻く状況の変化

③水産物の輸出入の長期的な推移

【図の説明】

①戦後、我が国の漁業は、高度経済成長の中で大きく発展、魚
価は一貫して上昇し、無動力船がほとんどだった沿岸漁業にお
いても動力船の導入が進んだが、昭和50年代に入ると、漁業生
産をめぐる社会的・経済的状況は大きく変化し、我が国の漁業
は転換点を迎えた。

②昭和48年に起こった第１次オイルショックによって高度経済
成長期は終焉を迎え、昭和54年の第２次オイルショックの頃を
境として漁業の拡大を支えた魚価の急激な上昇は止まった。

③戦後、貿易の自由化や国際的な輸送網の発達等のグローバル
化が進展する中で、我が国の漁業と国際経済とのつながりも
様々な面で深まり、昭和60年〜平成７年の10年間に我が国の食
料品輸入は大幅に増えて、水産物の輸入量も急増し、我が国の
漁業は、輸入水産物との競合を一層意識せざるを得ない状況と
なってきた。

貿易業・漁業を取り巻く環境（水産庁資料より抜粋） 〜④貿易業・漁業を取り巻く環境の大きな変化への対応に関する資料〜



内閣府「PPP/PFIとは」より抜粋

21

〜⑤公共施設の民間委託プロセス最適化の必要性に関する資料〜



内閣府「PPP/PFIとは」より抜粋
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〜⑤公共施設の民間委託プロセス最適化の必要性に関する資料〜



内閣府「PPP/PFIとは」より抜粋
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〜⑤公共施設の民間委託プロセス最適化の必要性に関する資料〜



（港エリアのあり方）
・国土交通省「港オアシスについて」
http://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk1_000001.html
・国土交通省「港オアシス運営要綱」 http://www.mlit.go.jp/common/001267464.pdf
・（一社）岩手県食品衛生教会「岩手版HACCP」http://www.iwasyoku.sakura.ne.jp/haccp.html
・参考施設及び事業
しーまーと「萩の地魚もったいないプロジェクト」 http://seamart.axis.or.jp/contents/jizakana-mottainai/
ひろめ市場＠高知 https://hirome.co.jp/
大磯市＠神奈川 https://www.oisoichi.info/

（施設管理の考え方）
・浜田市「浜田市事務事業の外部化（民間委託等）に関する指針」
http://www.city.hamada.shimane.jp/www/contents/1473137993863/simple/gaibuka.pdf
・内閣府「PPP/PFIとは」
https://www8.cao.go.jp/pfi/pfi_jouhou/aboutpfi/aboutpfi_index.html
・（特活）日本PFI/PPP/協会「PPP/PFIとは」
http://www.pfikyokai.or.jp/about/
・内閣府「PPP/PFI事例集」
https://www8.cao.go.jp/pfi/pfi_jouhou/pfi_gaiyou/pdf/ppppfi_jirei.pdf
・福岡市「福岡市における公共施設整備事業手法の検討体制について」
http://www.mlit.go.jp/common/001123099.pdf

参考ページ
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